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９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

令
和
６
年
度
決
算
に
関
す
る
10
件
の
議
案
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
決
算
審
査
で
は
、
前
年
度
の
予
算
の
使
い
方

が
適
切
で
あ
っ
た
か
、
事
業
の
成
果
が
上
が
っ

た
か
な
ど
を
議
会
で
審
査
し
、
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

 

９
月
５
日
に
開
会
さ
れ
た
本
会
議
に
て
、
令

和
６
年
度
決
算
議
案
の
審
査
を
予
算
決
算
委
員

会
へ
付
託
し
、
総
務
、
福
祉
教
育
、
経
済
建
設

の
各
分
科
会
で
２
日
間
ず
つ
質
疑
等
を
行
い
ま

し
た
。

 

９
月
30
日
に
予
算
決
算
委
員
会
が
開
会
さ
れ
、

各
分
科
会
長
か
ら
質
疑
等
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
後
、
採
決
し
、
委
員
会
と
し
て
付

託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
認
定
ま
た

は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

 

９
月
定
例
会
最
終
日
の
10
月
2
日
に
は
、
予

算
決
算
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報

告
し
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
行
っ
た
あ
と
採

決
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
ま

た
は
全
会
一
致
で
令
和
６
年
度
の
各
会
計
決
算

を
認
定
ま
た
は
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
様
子
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
映
像
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

歳出

一般会計歳出額
461億7,035万円

一般会計歳入額
473億6,831万円 176億3,294万円

土木費 ：土木費 ：
13.2％13.2％

市税市税
37.2％37.2％

民生費 ：民生費 ：
37.0％37.0％

教育費 ：教育費 ：
13.1％13.1％

総務費 ：総務費 ：
11.6％11.6％

衛生費 ：衛生費 ：
9.8％9.8％

公債費 ：公債費 ：
7.9％7.9％

   

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入

※金額については調整した万円単位で表記しています。
※市ホームページ及び広報みしま 12 月号にも詳細が掲載されますので、併せてご覧ください。

各種会計決算額

3/31

決 算 審 査令 和
6 年度

□　
令
和
６
年
度
事
業
終
了

6月

□　
令
和
６
年
度
決
算
書
の
作
成

４～5月

□　
出
納
整
理
期
間

３
月
で
会
計
年
度
は
終
わ
り
ま
す
が
、
光
熱
費

な
ど
が
４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ
れ
る
た
め
、
前

年
度
分
の
支
払
い
等
の
整
理
期
間
が
あ
り
ま
す
。

7月

□　
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

監
査
委
員
が
決
算
書
や
付
属
資
料
を
も
と
に
決

算
審
査
を
行
い
、
意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

□　
９
月
定
例
会

本
会
議

（
最
終
日
）

予
算
決
算

委
員
会

本
会
議

（
初
日
）

採
決

討
論

予
算
決
算

委
員
長
報
告

採
決

分
科
会
長
報
告

分
科
会

令
和
６
年
度
決
算
議
案
上
程

予
算
決
算
委
員
会
へ
決
算
の
審
査
を
付
託

決
算
認
定

議
案
に
対
す
る
討
論

委
員
長
報
告
に
対
す
る
討
論

審
査
の
経
過
と
結
果
等
を

報
告

委
員
会
と
し
て
採
決

各
分
科
会
長
報
告
に
対
す

る
質
疑

各
分
科
会
長
か
ら
質
疑
等

の
概
要
を
報
告

各
分
科
会
で
質
疑
等

（
各
２
日
間 

P
４
、５
参
照
）

9月

令和６年度の決算が認定されるまで

各
会
計
の
決
算
は
こ
ち
ら

　
市
の
会
計
は
、
お
金
の
出
し
入
れ

や
事
業
の
状
況
を
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、一
般
会
計
、特
別
会
計
、

公
営
企
業
会
計
の
大
き
く
３
つ
に
分

か
れ
ま
す
。

一
般
会
計

民
生
費
、
教
育
費
、
議
会
費
な
ど
、

市
の
基
本
的
な
事
業
の
経
費
を
ま
と

め
た
市
の
中
心
的
な
会
計

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
、

特
定
の
収
入
を
使
い
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
経
理
を
明
確
に
す
る
た

め
、一般
会
計
と
は
別
に
つ
く
る
会
計

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の
よ
う
に

事
業
を
行
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
収
入

（
利
用
料
金
な
ど
）
で
経
費
を
ま
か

な
う
会
計

市
の
会
計
に
つ
い
て

市債 ：市債 ：
7.8％7.8％

譲与税 ・譲与税 ・
交付金 ・交付金 ・
交付税 ：交付税 ：
16.7％16.7％

○一般会計
収入 支出
473億6,831万円 461億7,035万円

○特別会計
会計 収入 支出

国民健康保険 105億1,643万円 104億452万円
介護保険 101億2,668万円 94億1,040万円

後期高齢者医療 19億4,150万円 18億3,394万円
墓園事業 1,341万円 824万円
駐車場事業 4億4,536万円 4億2,120万円
合計 230億4,338万円 220億7,830万円

○公営企業会計（水道事業）
区分 収入 支出

収益的収支 15億94万円 13億9,200万円
資本的収支 2億8,146万円 11億3,213万円

○公営企業会計（下水道事業）	
区分 収入 支出

収益的収支 24億5,098万円 22億3,250万円
資本的収支 14億2,199万円 19億7,700万円

170億6,867万円
障がい者福祉や高齢者福
祉、児童福祉などに関す
る経費

36億6,503万円
借り入れた市債の返済に
関する経費

2,395万円
災害復旧費 ：0.1％災害復旧費 ：0.1％

令和６年11月の大雨
による土砂崩れ等の
災害復旧

２億5,382万円
議会運営に関する経費

消防費 ：4.6％消防費 ：4.6％
21億2,048万円
消防・防災対策に
関する経費

61億1,825万円
道路や河川、公園などの整備
や維持管理に関する経費

45億528万円
予防接種や健康診断な
どの保健医療や、ごみ
の処理に関する経費

53億5,452万円
総務管理、税務、選挙、市民
生活などに関する経費

60億6,529万円
学校教育や文化・スポーツ振興
などの社会教育に関する経費

市民税、固定資産税、
都市計画税、市たばこ
税、軽自動車税など

38億3,605万円
繰越金ほか ：8.1％：8.1％

前年度からの繰越金や
寄附金、財産収入など

12億7,540万円
諸収入 ：2.7％諸収入 ：2.7％

小中学校給食費収入など

国県支出金国県支出金
26.2％26.2％

123億9,760万円
国・県からの
補助金など

37億1,200万円
市の借入金

議会費 ：0.5％議会費 ：0.5％

９億9,506万円
商工・労働・農林費：2.2％商工・労働・農林費：2.2％

商工業や農林業の振興
などに関する経費

６億2,212万円

分担金および
負担金・使用料
および手数料 ：1.3％：1.3％

市営住宅使用料、施設
入所者の負担金など

78億9,220万円
国から地方に譲与
される税金など
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　令和 6 年度決算審査として、予算決算委員会の各分科会で詳細な質疑を行いました。その審査
等を踏まえ、市議会として令和８年度予算編成に向けての意見・要望事項を市長に提出しました。

経済建設分科会 総務分科会

決算審査

スマート市役所推進事業の事業効果

令和６年度の市民課の異動受付支援システ
ムの利用件数は 9,577 件であった。転入、転出、
転居といった届出の手書きを無くしたことで１件
につき滞在時間を８分短縮できたと想定すると、
市民が手続きに要する時間を合計 1,276 時間削減
できたと考える。
　また、市ホームページでの手続き案内サービス
の開始により市民が知りたい情報について電話を
掛けなくて済んだ回数は 1,650 回、ＲＰＡの稼働
により庁内業務の効率化を図り、615 時間の職員
の労働時間削減につながった。

A

スマート市役所推進事業において、デジタ
ル技術を活用しさまざまな施策を実施している
が、市民サービスの向上、働き方改革、業務効率
の点で、数値的な結果として示せるものがあるか。

Q

令和６年度の緊急修繕業務の件数としては、受
託者自ら行う軽微な修繕と内製化修繕がそれぞれ 824
件と404件、外部に発注した修繕が831件であり、計2,059
件であった。保守点検等業務の市内業者の活用状況に
ついては、包括管理業務委託導入前に比べ増加してい
る。
　また、包括管理業務のシステムを使用することで、
受託者、公共財産保全課、施設所管課で各施設の状況
を共有している。修繕履歴については、発生個所や原
因などが蓄積されることで、将来的にどのように修繕し
ていくかを把握し、予防的に部品交換を行うなどの対
応も可能となっている。

A

公共施設包括管理業務委託の実施状況

保守点検等業務や緊急修繕業務等を管理する公
共施設包括管理業務委託の実績と保守点検等業務の市
内業者の活用はどのような状況か。また、保守点検の
結果や修繕履歴について、情報共有がされているか。

Q

市への相談または訪問の際、企業には個別に対
応しているため、漏れはなく案内ができていると考え
ている。

A

サテライトオフィス進出事業費補助金
の申請等

市ホームページ上、対象業種が不明瞭であるこ
とから、本来対象となる企業が申請を諦めている可能
性があるか。

Q

特別教室や体育館などにエアコンを設置するた
めの概算費用としてライフサイクルコストを、体育館
については災害対応用などパターン別に算出した。熱
源については、電気よりガスがコスト的に優位であっ
た。また、体育館の断熱性確保工事についてパターン
別に検討したところ、屋根面の遮熱塗装が効果的であ
るとされたほか、ガラス面へのフィルムの貼付けも安
価ながら大きな効果が得られるとの結果であった。

A

体育館への空調設備設置の調査結果

中学校における空調設備設置可能性調査業務委
託の調査結果は。

Q

健幸アプリ「KENPOS」（ケンポス）
の利用状況

利用者は 4,161 人で、前年度から 770 人増
加している。そのうち月に１回以上アプリを開い
ているアクティブユーザーは約 45％となってい
る。登録者は 40 代から 60 代が多いが、ポイント
交換など実際に利用しているのは 70 代から 90 代
が多くなっていることから、若年層の継続利用を
促し、運動習慣化につなげていくことが課題であ
る。

A

健幸アプリ「KENPOS」の利用状況及び課
題は。

Q

９月10・11日 ９月17・18日

福祉教育分科会 ９月12・16日

まちなかにぎわい創出支援業務委託
についての実績

スモールスタート事業の事業者の選定審査
や各事業のフォローアップ等を実施した。５件に
ついては、御殿川・鎌倉古道活用プロジェクト、
三島ものづくり文化祭のスタンプラリー事業、新
時代の移動スタイルを楽しむキッチンカー開業体
験、ピックルボール試打・体験会、三島ナイトマー
ケットである。
　スモールスタート事業が自走化され継続してい
る例としてロゲイニングの取り組みがある。

A

業務内容 及び スモールスタート事業とし
て実施された５件の内訳はなにか。また、継続的
な事業につながったという実績はあるか。

Q

三島市長へ令和８年度予算編成に向けての意見・要望を提出しました三島市長へ令和８年度予算編成に向けての意見・要望を提出しました

・スマート市役所推進事業
デジタル技術を活用し、より便利で質の高い市
民サービスの提供および職員の業務効率化

総務分科
会

・各中学校施設補修整備事業
中学校体育館への計画的な空調設備の設置

福祉教育
分科会

・サテライトオフィス進出事業費補助金
関係機関への周知徹底と制度の見直し

経済建設
分科会

詳細はこちらから
ご覧いただけます。

これまで開業から１～２年で移転したものも含
め、８社が市外へ移転した事実がある。３年の補助対
象期間経過後の返還規定は設けていないが、補助要件
等を検討していきたい。

A

３年間の補助期間終了後に市外へ移転してしま
う事例があると聞いたが、対策は検討したか。

Q

各分科会において、所管する各分野について
の質疑を行いました。主な内容を紹介します。
　  議員からの質疑　　　 当局からの答弁Q A
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〇
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
業
務
委
託
料

２
０
５
０
万
円

　
旧
下
田
街
道
に
つ
い
て
、
南
二
日

町
広
場
付
近
の
交
通
事
情
の
現
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
仮
に
市
役
所

新
庁
舎
を
南
二
日
町
広
場
に
整
備
し

た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
交
通
影
響
に

つ
い
て
、
調
査
・
分
析
す
る
た
め
の

委
託
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
調
査
の
目
的
、
実
施
に
至
る
経

緯
は
。
ま
た
、
調
査
の
具
体
的
な
内
容

は
。答

弁
令
和
７
年
６
月
定
例
会
で
上
程

し
た「
三
島
市
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
案
」の
審
議
の
中
で
、
議
員
か
ら

交
通
環
境
等
の
状
況
把
握
や
そ
れ
に
伴

う
対
策
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
庁
舎
整
備
の
基
本
計
画
策
定
段

階
に
お
い
て
実
施
予
定
で
あ
っ
た
本
業
務

を
前
倒
し
、実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
旧
下
田
街
道
「
二

日
町
駅
入
口
」
交
差
点
の
ほ
か
、
周
辺

の
交
差
点
を
中
心
に
８
箇
所
で
交
通
量

調
査
を
行
い
、
②
国
の
基
準
に
基
づ
き
、

仮
に
新
庁
舎
を
南
二
日
町
広
場
に
整
備

し
た
場
合
の
将
来
交
通
変
化
量
を
予
測

し
、
③
現
状
の
交
通
量
に
将
来
の
交
通

変
化
量
を
加
算
し
周
辺
の
混
雑
度
が
ど

の
程
度
変
化
す
る

か
を
予
測
、
④
そ

の
予
測
か
ら
将
来

必
要
な
交
通
対

策
の
方
針
を
策
定

す
る
、
と
い
っ
た

４
段
階
の
工
程
を

想
定
し
て
い
る
。

〇
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金　
　
３
６
７
３
万
７
千
万
円

　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
へ
の

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
多
機
能
型

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
整
備

す
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
補
助
を

行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
対
象
と
な
る
事
業
概
要
お
よ
び

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
は
。

答
弁
今
回
整
備
す
る
施
設
は
、重
症
心

身
障
が
い
児
・
者
で
医
療
的
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
方
を
対
象
と
し
た
通
所
施
設
で
、

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る「
日
中
活
動

系
サ
ー
ビ
ス
」の「
生
活
介
護
」と
、児
童

福
祉
法
に
よ
る「
通
所
サ
ー
ビ
ス
」の「
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
す
る
も

の
で
、市
町
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
決
定
を
受
け
た
方
が
利
用
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
現
在
、市
内
に
は
こ
の
よ
う
な
通
所
施

設
等
が
極
め
て
少
な
く
、対
象
の
方
の
利

用
希
望
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
だ
が
、今
回
の
施
設
整
備
事
業
は
、

多
様
化
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
し
て
と
ら
え
、

三
島
市
の
障
が
い
福
祉
の
前
進
と
課
題
解

決
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
９
月
定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た

「
公
共
施
設
内
で
の
労
組
加
入
、
政
党

機
関
紙
の
勧
誘
等
に
関
す
る
調
査
及
び

是
正
を
求
め
る
陳
情
」
は
総
務
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
に
審
査
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年
９月定例会

9月５日～10月２日
会期：28日間

■今回の議案は…

市長提出議案　29件
（報告案件２件を含む。）

議会提出議案　１件

 

❖
人
事
議
案
に
同
意

 【
教
育
委
員
会
委
員
】
草く
さ
間ま　
路み
ち
代よ

氏※　○：賛成　　×：反対　　退：退席
※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

＜賛否が分かれた議案＞

議案
番号 件名 結

果

新風会 改革みしま 新未来21 公明 覚悟の会
日本
共産党
議員団

無
会
派

無
会
派

土
屋
利
絵

野
村
諒
子

横
山
雅
人

永
田
裕
二

髙
田
康
子

藤
江
康
儀

古
長
谷
稔

沈
　
久
美

秋
山
恭
亮

川
原
章
寛

岡
田
美
喜
子

宮
下
知
朗

村
田
耕
一

鈴
木
文
子

堀
江
和
雄

弓
場
重
明

石
井
真
人

本
間
雄
次
郎

服
部
正
平

河
野
月
江

佐
野
淳
祥

甲
斐
幸
博

認第
１号

令和６年度三島市一般会計歳入歳出
決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 〇 × × × ○ ○

認第
２号

令和６年度国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 × × × ○ ○

認第
３号

令和６年度介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 × × × ○ ○

認第
４号

令和６年度後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × × ○ ○

認第
６号

令和６年度三島市駐車場事業特別会
計歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 ○ ○ ○ ○

認第
８号

令和６年度三島市下水道事業会計決
算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × × ○ ○

議第
55号

令和６年度三島市下水道事業会計未
処分利益剰余金の処分について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

9月定例会　議決結果

議案番号 件名 結果
認第５号 令和６年度三島市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認第７号 令和６年度三島市水道事業会計決算認定について 認定
議第54号 令和６年度三島市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議第56号 令和７年度三島市一般会計補正予算（第４号） 可決
議第57号 令和７年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決
議第58号 令和７年度三島市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
議第59号 令和７年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議第60号 令和７年度三島市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決
議第61号 市道路線の廃止について 可決
議第62号 市道路線の認定について 可決
議第63号 三島市立北幼稚園のつり輪からの幼児落下事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定について 可決
議第64号 三島市下水道条例の一部を改正する条例 可決

議第65号 三島市議会議員及び三島市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例 可決

議第66号 三島市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 可決

議第67号 三島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第68号 三島市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第69号 三島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第70号 三島市印鑑条例の一部を改正する条例 可決
議第71号 三島市教育委員会委員の任命について 同意
諮第２号 人権擁護委員の推薦について 同意

＜全会一致となった議案＞
Ｐｉｃｋ ｕｐ1
一般会計予算を
増額補正

交
通
環
境
の
調
査・

分
析
を
行
い
ま
す

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
陳情第４号

委
員
会
に
付
託

このページでは次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

〈議第 56 号〉
【令和 7 年度三島市一般会計補正予
算（第４号）】（全会一致）
■補正予算額　
　７億 4,550 万 1 千円

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

〈陳情第４号〉
公共施設内での労組加入、政党機関
紙の勧誘等に関する調査及び是正を
求める陳情

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

検索三島市議会

すべての議案と結果などの
詳細は、三島市議会ホーム
ページでご覧いただけます。

【その他歳出の主な内容】
○移住就業支援補助金
　　　 　　 	 1,000万円
○感染症予防事業
		  2,641万5,000円
○店舗魅力アップ改修事業

費補助金	 240万円
○市道維持修繕事業
		  5,000万円
○谷田幸原線建設事業
		  1億3,980万円
○一般橋梁整備事業
		  △7,196万円

6みしま市議会だより 2025.11.17 みしま市議会だより 2025.11.1



新
庁
舎
整
備
事
業
に
お
け
る
大
場
川
氾
濫
リ
ス
ク
は

 
平
成
10
年
、
大
雨
に
よ
る
大
場
川
氾
濫
が
起
き
、
警
察

署
横
も
河
岸
浸
食
が
起
き
た
。
そ
の
上
で
、
新
庁
舎
を
南
二

日
町
に
移
転
す
る
リ
ス
ク
は
な
い
か
。

 

浸
食
の
原
因
と
さ
れ
る
河
床
洗
堀
の
解
消
対
策
や
、
の

り
面
を
保
護
し
崩
壊
を
防
ぐ
対
策
は
県
が
既
に
実
施
済
み
で

あ
る
。
こ
の
対
策
に
よ
り
、
平
成
10
年
以
降
、
集
中
豪
雨
に

よ
る
護
岸
浸
食
被
害
は

な
く
、
南
二
日
町
広
場

周
辺
に
お
け
る
護
岸
被

害
リ
ス
ク
は
既
に
改
善

が
さ
れ
て
い
る
も
の
と

と
ら
え
て
い
る
。

77
年
ぶ
り
の
改
正
民
法
施
行
に
向
け
た
対
応
準
備

 

離
婚
後
の
共
同
親
権
や
親
子
交
流
を
含
む
改
正
民
法
施

行
準
備
と
し
て
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
に
つ
い
て
の
市
独

自
の
わ
か
り
や
す
い
資
料
作
成
の
予
定
は
。

 

離
婚
後
の
家
庭
支
援
と
し
て
市

独
自
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
資
料

を
作
成
す
る
こ
と
は
、
親
自
身
が
大

人
フ
ァ
ー
ス
ト
に
な
り
が
ち
な
考
え

や
気
持
ち
を
整
理
し
、
こ
ど
も
を
第

一
に
考
え
、
こ
ど
も
の
心
理
的
な
ケ

ア
等
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

建
設
さ
れ
る
ホ
テ
ル
の
必
要
性
の
判
断
の
た
め
、
三
島

駅
西
街
区
の
東
急
ホ
テ
ル
の
事
業
効
果
確
認
を
す
べ
き
と
考

え
る
。
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
か
。

 

市
内
の
宿
泊
客
数
は
、
３
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
す

る
見
込
み
で
、
宿
泊
需
要
は
好
調
を
維
持
し
て
お
り
、
西
街

区
に
お
い
て
も
客
室
稼
働
率
は
好
調
と
捉
え
て
い
る
。
広
域
観

光
交
流
拠
点
と
し
て
、
ツ
ー
リ
ス
ト
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
公
募
時
の
要
求
水
準
を
一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
負
担
な
く
自
宅
担
保
で
耐
震
化
で
き
る
制
度

 

本
年
9
月
よ
り
導
入
し
た
高
齢
者
が
自
宅
を
担
保
に
す

れ
ば
無
利
子
で
耐
震
化
で
き
る
新
制
度
に
つ
い
て
、
対
象
戸

数
を
踏
ま
え
た
導
入
の
意
義
を
伺
う
。

 

耐
震
改
修
利
子
補
給
制
度
の
「
リ
バ
ー
ス
・
60
」
は
手

元
の
資
金
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
自
宅
の
耐
震
改
修
に

対
し
て
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
高
齢
者
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
末
の
耐
震
性
の
な
い
木
造
住
宅

は
約
二
千
戸
と
推
計
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
制
度
利
用
が

期
待
さ
れ
る
。

 

市
役
所
の
駐
車
場
は
い
つ
行
っ
て
も
混
ん
で
い
る
と
い

う
10
年
前
の
話
を
今
で
も
耳
に
す
る
。
年
に
数
回
の
混
雑
時

に
周
辺
の
ミ
ニ
駐
車
場
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

 

本
庁
舎
63
台
分
の
駐
車
場
は
週
明
け
や
週
末
、年
度
末・

年
度
始
な
ど
の
混
雑
時
等
に
お
い
て
、
近
隣
の
ミ
ニ
駐
車
場

の
場
所
や
利
用
方
法
の
案
内
等
が
煩
雑
と
な
る
た
め
提
携
、

契
約
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

市
営
中
央
駐
車
場
を
案
内
し
、
利
用
時
間
分
の
免
除
で
対
応

す
る
。

父
母
の
離
婚
に
直
面
し
た
子
ど
も
の
数
の
捉
え
方
は

 

本
市
は
ひ
と
り
親
家
庭
割
合
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
も
の
の
、父
母
の
離
婚
を
経
験
し
た
子
は
少
な
く
な
い
。

そ
の
数
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

 

父
母
の
離
婚
を
経
験
し
た
こ
ど
も
の
正
確
な
人
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
離
婚
に
伴
う
環
境
の
変
化
に
直

面
す
る
こ
と
で
経
済
的
、
精
神
的
な
困
難
を
抱
え
る
可
能
性

が
高
く
な
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
た
め
、
こ
ど
も
の
利
益
を

最
優
先
す
る
視
点
を
持
ち
、
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

弓
場
　
重
明

（
覚
悟
の
会
）

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

新
庁
舎
整
備
事
業
の
計
画
修
正
の
可
能
性
は

頼
朝
行
列
の
頼
朝
役
に
女
性
を
起
用
す
る
可
能
性
は

地
域
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
は

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
再
構
築
と
持
続
可
能
性

 

ア
プ
リ
利
用
が
広
が
ら
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
持
続
・

自
立
を
目
指
し
て
仕
組
み
の
再
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

 

伊
豆
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
設
立
し
、
調
達
資
金

で
特
産
品
を
開
発
し
、
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
で
の
販
売
な
ど
で
収

益
安
定
化
を
目
指
す
。
中
長

期
的
に
は
伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽

部
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
収
入
を
得
る
仕

組
み
も
計
画
し
て
お
り
、
事

業
の
財
政
的
自
立
と
地
域
経

済
へ
の
貢
献
を
強
化
す
る
。

三
島
市
総
合
計
画
の
未
来
図
再
構
築
の
可
能
性
は

 

新
庁
舎
整
備
は
本
市
の
飛

躍
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り
の
好
機
と
捉
え
て
い
る
。

現
在
、
跡
地
の
利
活
用
を
軸
と

し
た
、
ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
準
備
を
進
め

て
お
り
、
さ
ら
な
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
で
多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ
う
魅

力
的
な
ま
ち
な
か
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

『
市
長
、本
当
に
市
庁
舎
、南
二
日
町
で
良
い
の
で
す
か
』

第
3
弾

 

市
庁
舎
移
転
に
よ
り
市
街
地
の
人
通
り
が
減
っ
て
、
街

並
み
が
寂
れ
る
。
活
性
化
が
損
な
わ
れ
て
商
店
街
の
空
洞
化

が
起
こ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

髙
田
　
康
子
　

（
新
風
会
）

小
冊
子
、
通
い
の
場
マ
ッ
プ
の
有
効
活
用
は

 

高
齢
者
外
出
支
援
と
し
て
、
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
高

齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
補
助
券
と
と
も
に
通
い
の
場
マ
ッ

プ
を
一
緒
に
渡
し
て
は
ど
う
か
。

 

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
助
成
券
と
併
せ
て
通
い
の

場
マ
ッ
プ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
と
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
た
め
、
関
係
部
署
と
連
携
し
当
該
マ
ッ
プ

の
配
布
を
実
施
し
て
い
く
。

三
嶋
大
祭
り
の
ふ
る
さ
と
納
税
観
光
と
し
て
の
活
用

 

ふ
る
さ
と
納
税
で
、
三
島
の
歴
史
・
文
化
の
資
源
を
活

用
し
て
、三
嶋
暦
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
型
返
礼
品
に
で
き
な
い
か
。

 

三
嶋
暦
を
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
と
し
て
取
扱
う
こ
と
は
、

三
島
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
す

る
う
え
で
、
意
義
を
持
つ
も
の

と
考
え
て
お
り
、
実
現
に
向
け

協
議
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
型
返
礼
品
に
つ
い

て
も
、今
後
さ
ら
に
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

 

一
ク
ラ
ブ
40
人
の
定
員
で
は
、
夏
期
や
雨
の
日
の
居
場

所
と
し
て
適
切
な
環
境
と
は
言
え
な
い
。
学
校
の
図
書
室
や

体
育
館
等
を
空
室
時
に
利
用
で
き
な
い
か
。

 

現
在
に
お
い
て
も
体
育
館
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児

童
が
利
用
し
て
い
る

学
校
は
あ
る
が
、
本

市
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
一
層
子
ど
も

た
ち
の
快
適
な
居
場

所
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
学
校
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
図

書
室
や
体
育
館
の
さ

ら
な
る
利
用
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
便
性
の
向
上
と
環
境
改
善

 

保
護
者
の
就
労
条
件
は
、
通
勤
も
含
め
午
後
1
時
か
ら

3
時
間
以
上
と
あ
り
、
勤
務
終
了
時
間
が
午
後
2
時
、
3
時

で
は
利
用
で
き
な
い
。
改
善
で
き
な
い
か
。

 

条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の
発
生
に
つ
な

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
施
設
の
拡
充
や
一
層
の
支
援
員
確
保
を
図
り
つ
つ
、
他

市
町
の
状
況
を
参
考
に
し
た
り
綿
密
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

野
村
　
諒
子

（
新
風
会
）
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外
国
人
市
民
と
の
共
生
施
策
を
計
画
的
・
系
統
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
の
三
島
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
策
定

の
必
要
性
と
策
定
へ
の
見
解
を
伺
う
。

 

三
島
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
外
国
人
市
民
の
増
加

状
況
や
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
必
要
性
と
実
現
可
能
性
を

総
合
的
に
判
断
し
、
将
来
的
な
策
定
も
視
野
に
調
査
・
研
究

を
進
め
る
。

認
め
合
い
支
え
合
う
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

 

国
籍
や
民
族
、
文
化
が
異
な
る
市
民
が
、
認
め
合
い
支

え
合
い
な
が
ら
共
に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
市
の
基
本
姿
勢
を
伺
う
。

 

本
市
は
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず

公
平
な
立
場
で
全
て
の
市
民
を

支
援
す
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と

し
て
い
る
。
今
後
も
、
市
民
や

国
際
交
流
協
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
の
継
続
的
な
意
見
交
換
と

情
報
提
供
を
通
じ
て
、
常
に
検

証
・
改
善
を
行
い
な
が
ら
、
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
施
策
に
取
り
組
む
。

甲
斐
　
幸
博

（
無
会
派
）

横
山
　
雅
人

（
新
風
会
）

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

 

現
在
、
本
市
が
旗
振
り
役
と
な
り
広
域
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
活
用
す
る
広
域
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
大
変
意
義
の

あ
る
も
の
と
考
え
る
。
他

の
自
治
体
の
実
例
や
協
議

会
の
設
置
も
含
め
、
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
新
規
開
催

 

本
市
が
旗
振
り
役
と
な
り
、
近
隣
市
町
が
連
携
し
た
広

域
で
の
新
規
の
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
を
検
討
す
る
協

議
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

三
島
駅
北
口
周
辺
の
交
通
混
雑
緩
和
の
た
め
に

 

三
島
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
の
夜
の
渋
滞
解
消
に
向

け
、
調
査
状
況
を
踏
ま
え
た
短
期
・
中
期
の
具
体
的
対
策
内

容
な
ど
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

 

北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
交
通
混
雑
解
消
に
向
け
短
期
的
対

応
と
し
て
、
令
和
７
年
度
、
北
口
広
場
の
西
側
市
道
に
停
車

帯
を
設
置
す
る
工
事
を
行
う
。
中
期
的
対
応
と
し
て
は
、
南

口
駅
前
広
場
の
改
修
完
了
後
に
北
口
広
場
の
改
修
が
で
き
る

よ
う
調
査
や
設
計
な
ど
準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
空
調
設
備
の
早
期
実
現

 
学
校
体
育
館
の
学
習
環
境
と
避
難
所
機
能
を
踏
ま
え
、

猛
暑
対
策
と
し
て
空
調
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
可
能
性
調
査

の
結
果
を
考
慮
し
た
整
備
方
針
を
伺
う
。

 

体
育
館
へ
の
空
調
設
置
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
国
交
付
金
の
対
象
期
間
で

あ
る
令
和
15
年
度
ま
で
の
計
画
的

な
整
備
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
断

熱
性
確
保
工
事
等
に
つ
い
て
、
よ

り
安
価
か
つ
効
果
的
な
手
法
の
検

討
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
8
年
度

か
ら
順
次
中
学
校
分
の
実
施
設
計

を
進
め
て
い
く
。

発
明
ク
ラ
ブ
等
の
も
の
づ
く
り
に
よ
る
次
世
代
育
成

長
伏
公
園
再
整
備

鈴
木
　
文
子
　

（
公
明
）

「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
へ
や
」で
搾
乳
で
き
る
取
り
組
み

 

「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
へ
や
」
に
「
搾
乳
で
き
ま
す
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
入
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
、
安
心
し
て
搾
乳

で
き
る
環
境
を
整
え
ら
れ
な
い
か
。

 

母
子
の
健
康
を
守
り
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整
備
す

る
た
め
、
お
母
さ
ん
一
人
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
搾

乳
で
き
る
こ
と
の
表
示
を
行

い
、
社
会
全
体
で
搾
乳
に
対
す

る
知
識
や
理
解
が
深
ま
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

 

子
育
て
部
分
休
業
制
度
は
、
既
存
の
部
分
休
業
制
度
の

拡
充
と
な
る
こ
と
か
ら
、
業
務
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
他

の
職
員
の
理
解
や
協
力
を
求
め
つ
つ
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
を
育
て
る
職
員
へ
の
勤
務
時
間
の
配
慮
に
よ
り
、
介
助
や

通
院
な
ど
を
す
る
際
の
働
き
方
に
つ
い
て
選
択
肢
を
増
や
せ

る
よ
う
検
討
す
る
。

子
育
て
部
分
休
業
制
度

 

障
が
い
児
は
学
年
が
上
が
っ
て
も
親
の
支
援
が
必
要
で

あ
る
。
市
職
員
の
子
育
て
部
分
休
業
を
子
ど
も
が
満
18
歳
の

年
度
末
ま
で
を
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

防
災
・
減
災
対
策

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置

 

猛
暑
が
続
く
中
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、
空

調
設
備
設
置
に
よ
る
熱
中
症
対
策
を
優
先
順
位
を
上
げ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

体
育
館
は
教
育
現
場
の
み
な
ら

ず
避
難
所
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、

空
調
設
置
は
優
先
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
国
交
付
金
の
対
象
期
間

で
あ
る
令
和
15
年
度
ま
で
の
計
画
的

な
整
備
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
令
和

8
年
度
か
ら
、
順
次
中
学
校
分
の
実

施
設
計
を
進
め
て
い
く
。

 

現
状
で
は
、
青
少
年
相
談
室
及
び
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
で
支
援
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、将
来
的
に
は
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

に
、
子
ど
も
若
者
支
援
機
能
を
加
え
た
一
体
的
な
総
合
窓
口

を
設
置
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
先
進
市
の
状
況
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

子
ど
も
や
若
者
に
関
す
る
問
題
解
決
の
取
り
組
み

 

子
ど
も
や
若
者
を
支
援
す
る
総
合
窓
口
を
つ
く
り
、
総

合
的
に
相
談
・
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応
が
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

新
庁
舎
建
設
事
業
費
の
た
め
の
市
債
を
減
ら
し
て

い
く
た
め
に

 

人
口
減
少
が
進
む
中
、
新
庁
舎
建
設
な
ど
の
大
型
事
業

が
待
っ
た
な
し
で
始
ま
る
。
事
業
費
の
上
限
設
定
の
必
要
性

に
つ
い
て
伺
う
。

 

庁
舎
建
設
事
業
費
の
上
限
に

つ
い
て
は
確
定
は
し
て
い
な
い

も
の
の
、
現
在
示
し
て
い
る
長

期
財
政
計
画
計
上
額
と
し
て
考

え
て
い
る
。
今
後
、
工
法
等
も

含
め
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、
都

度
必
要
な
時
期
に
議
員
に
も
説

明
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

 

新
庁
舎
は
長
き
に
わ
た
り
使
用
す
る
公
共
施
設
で
あ
る

た
め
、
起
債
を
活
用
し
、
残
る
財
源
に
庁
舎
建
設
基
金
を
充

て
る
。
現
在
、
基
金
積
立
額
は
約
18
億
5
千
万
円
だ
が
、
今

後
諸
事
業
を
見
直
す
な
ど
取
捨
選
択
の
も
と
適
正
な
財
政
運

営
を
展
開
し
、
で
き
る
限
り
の
財
源
を
捻
出
し
、
基
金
積
立

に
努
め
る
。

 

可
能
な
限
り
市
債
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
基
金
の
積
み
立
て
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

人
件
費
を
減
ら
し
て
い
く
必
要
性
は

つ
い
に
総
事
業
費
２
８
３
億
円
と
な
っ
た
駅
前
再
開
発
事
業

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
撤
去
・
交
換
の
計
画

土
屋
　
利
絵

（
新
風
会
）

ピ
ロ
リ
菌
検
査

 

中
学
２
年
生
の
貧
血
検
査
で
採
血
し
た
血
液
を
使
っ
て

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
追
加
し
て
は
ど
う
か
。

 

ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
は

既
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
小
児
領
域
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

学
校
単
位
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て
慎
重
な
立
場

を
示
し
て
い
る
。
将
来
的
な
導
入
は
、
国
や
学
会
の
提
言
、

他
市
町
の
実
施
状
況
を
注
視
し
、
総
合
的
に
検
討
し
な
が
ら

調
査
・
研
究
す
る
。
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災
害
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
に
関
す
る
協
定
見
直
し

 

現
在
の
協
定
で
は
災
害
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
は
廃
棄
物

組
合
が
原
則
無
償
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
協
定
を
見

直
し
、
有
償
と
し
て
は
ど
う
か
。　

 

災
害
廃
棄
物
処
理
に
お
け
る
円
滑
か
つ
持
続
的
な
協
力

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
委
託

契
約
を
締
結
し
て
有
償
で
業
務
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
費
用
負
担
の
在
り
方
な
ど
協
定
内
容
の
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
新
た
な
協
定
の
締
結
を
考

え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
自
動
販
売
機
の
設
置

 

飲
料
に
加
え
紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
な
ど
を
扱
う
子
育

て
支
援
自
動
販
売
機
を
、
長
伏
公
園
を
は
じ
め
、
子
育
て
拠

点
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

 

子
育
て
家
庭
に
と
っ
て
は
大
き
な
利
便
性
や
安
心
感
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か

ら
も
期
待
で
き
る
た
め
、
長
伏
公
園
内
の
設
置
に
つ
い
て
関

係
課
と
調
整
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
ニ
ー
ズ
や
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
、
そ

の
他
施
設
の
設
置
拡
大

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
庁
舎
駐
車
場
の
混
雑
時
の
対
応

 

守
衛
に
よ
る
対
応
で
は
間
に
合
わ
な
い
よ
う
な
混
雑
状

況
時
の
職
員
に
よ
る
応
援
体
制
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
連
携

方
法
な
ど
伺
う
。

 

本
庁
舎
駐
車
場
は
、
通
常
守
衛
が
案
内
し
て
い
る
が
、

週
明
け
や
週
末
、
年
度
末
・
年
度
始
な
ど
の
混
雑
時
に
お
い

て
守
衛
の
み
で
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
、
公
共
財
産
保
全
課

の
会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
が
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

対
応
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
さ
ら
に
正
規
職
員
が
対
応
し
て

い
る
。

給
食
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
と
児
童
生
徒
の
喫
食
環
境

 

給
食
時
間
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
仲
間
と
交
流
を

深
め
る
大
切
な
時
間
で
も
あ
る
が
、
実
際
に
食
事
を
と
る
の

に
十
分
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

 

小
学
校
は
、
配
膳
か
ら
片
付
け
ま
で
を
約
45
分
（
喫
食

30
分
）、
中
学
校
は
約
35
分
（
喫

食
20
分
）
で
実
施
し
て
い
る
。
文

部
科
学
省
も
適
切
な
時
間
の
確

保
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
昼
の
放
送
番
組
を
流

す
な
ど
、
児
童
生
徒
が
喫
食
時
間

を
意
識
で
き
る
よ
う
、
各
校
で
工

夫
し
て
い
る
。

若
年
層
に
も
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
整
備
を

 

中
学
校
卒
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
不
登
校
の
生
徒
に
対

し
て
、
市
は
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
の
か
。

 

複
合
的
な
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
年
齢
や
属
性
を
問

わ
ず
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
、

国
が
進
め
る
重
層
的
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
、
福
祉
事
務
所
と
教

育
委
員
会
の
情
報
共
有
や
連
携
を

強
化
し
、
相
談
者
に
継
続
的
な
伴

走
支
援
す
る
体
制
の
構
築
を
計
画

し
て
い
る
。

市
長
は
、
な
ぜ
市
民
説
明
会
に
参
加
し
な
い
の
か

 

新
庁
舎
の
市
民
説
明
会
に
、
市
民
が
市
長
の
出
席
を
求

め
て
い
る
。
3
回
残
っ
て
い
る
が
、
市
長
は
、
な
ぜ
出
席
し

な
い
の
か
。

 

今
回
の
説
明
会
は
、
副
市
長
を
部
会
長
と
す
る
新
庁
舎

整
備
推
進
特
別
部
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
ま

と
め
た
基
本
構
想
の
内
容
を
説
明
す
る
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
部
会
長
で
あ
る
副
市
長
が
質
問
に
答
え
る
べ
き
と
の
判

断
の
も
と
、
副
市
長
を
筆
頭
と
す
る
担
当
職
員
に
て
対
応
し

て
い
る
。

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
方
式

 

調
査
結
果
の
整
備
費
は
断
熱
工
事
を
含
め
９
５
０
０
万

円
だ
が
、
京
都
府
八
幡
市
の
実
績
か
ら
対
流
式
と
輻
射
式
を

合
わ
せ
た
方
式
で
５
２
０
０
万
円
に
て
可
能
で
は
な
い
か
。

 

整
備
費
９
５
０
０
万
円
は
、
空
調
設
備
設
置
可
能
性
調

査
で
示
さ
れ
た
屋
根
と
窓
へ
の
断
熱
工
事
及
び
一
般
的
に
安

価
と
さ
れ
て
い
る
対
流
式
に
よ
る
空
調
を
設
置
し
た
場
合
の

概
算
費
用
で
あ
る
が
、
対
流
式
と
輻
射
式
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
価
な
導
入
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
検

討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
若
者
世
代
の
考
え
は

三
島
市
の
地
方
創
生
に
関
す
る
政
策
・
事
業

要
介
護
認
定
に
お
け
る
認
定
調
査
の
期
間
短
縮

 

要
介
護
認
定
申
請
後
の
認
定
調
査
が
約
1
か
月
待
ち
と

聞
く
。
調
査
員
の
負
担
を
軽
減
し
た
う
え
で
、
待
ち
期
間
を

短
縮
で
き
る
方
法
は
な
い
か
。

 

令
和
7
年
度
は
、
要
介
護
認
定
の
新
規
申
請
が
見
込
み

よ
り
多
く
、
調
査
ま
で
に
時
間
が

掛
か
っ
て
い
る
。
今
後
、
認
定
調

査
の
指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人

へ
の
一
部
委
託
が
開
始
さ
れ
る
た

め
、
調
査
で
き
る
件
数
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
調
査
ま
で
の
期
間
は
徐
々

に
短
縮
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

服
部
　
正
平
　

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

し
ゃ
ぎ
り
お
土
産
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 

太
宰
治
も
書
い
た
踊
り
屋
台
や
山
車
し
ゃ
ぎ
り
に
よ
る

伝
統
文
化
。
か
ね
や
バ
チ
、
笛
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ク
ラ
フ
ト
を

三
島
の
お
土
産
と
し
て
支
援
で
き
な
い
か
。

 

三
島
の
お
土
産
と
し
て
、
し
ゃ
ぎ
り
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
大
変
寄
与
す
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
新
た
な

し
ゃ
ぎ
り
に
係
る
お
土
産

品
の
開
発
や
、
既
存
の
土

産
品
の
Ｐ
Ｒ
方
法
等
に
つ

い
て
、
関
係
者
と
協
議
・

研
究
を
し
て
い
く
。

継
続
が
懸
念
さ
れ
る
伝
統
文
化
・
踊
り
屋
台
の
支
援

中
長
期
的
に
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
の
構
築
を

村
田
　
耕
一
　

（
公
明
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
向
け
た
課
題

 

市
が
保
有
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
は
、
太
陽

光
発
電
設
備
10
基
の
み
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
へ

の
課
題
は
何
か
。

 

太
陽
光
発
電
は
、設
置
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、

耐
用
年
数
が
短
い
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
が
普
及
し
て
い

な
い
等
の
課
題
が
多
く
、
整
備
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

施
設
の
大
規
模
改
修
時
や
建
替
え
等
の
機
会
を
捉
え
、
新
し

い
技
術
を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

 

令
和
８
年
度
以
降
に
お
い
て
も
、
正
し
い
知
識
の
啓
発

を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
聞
こ
え
の
相
談
会
や
受
診
勧

奨
を
行
う
こ
と
で
本
人
の

自
覚
を
促
し
、
早
期
発
見
・

早
期
介
入
に
繋
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
加
齢
性
難
聴

の
方
に
対
す
る
一
体
的
な

支
援
に
つ
い
て
、
効
果
的

な
支
援
体
制
の
構
築
を
進

め
て
い
く
。

み
み
サ
ポ
み
し
ま
事
業
の
推
進
に
向
け
て

 

40
代
か
ら
を
対
象
と
す
る
新
規
の
み
み
サ
ポ
み
し
ま
事

業
は
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

推
進
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

永
田
　
裕
二

（
新
風
会
）

佐
野
　
淳
祥

（
無
会
派
）

三
島
駅
南
口
周
辺
の
自
転
車
専
用
通
行
帯
の
安
全
は

 

同
自
転
車
専
用
通
行
帯
は
今
後
実
施
予
定
の
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
改
修
と
再
開
発
の
影
響
で
状
況
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
。
通
学・通
勤
す
る
自
転
車
利
用
者
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

 

同
自
転
車
専
用
通
行
帯
に
お
け
る
通
学
・
通
勤
す
る
自

転
車
利
用
者
の
安
全
対
策
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
駐

停
車
状
況
を
調
査
し
、
違
法
駐
車
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

警
察
に
よ
る
定
期
的
な
取
締
り
を
依
頼
す
る
。
ま
た
、
市
の

広
報
な
ど
を
通
じ
て
駐
車
の
危
険
性
に
つ
い
て
周
知
を
図

る
。
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先進地に学ぶ視察報告 三島市が抱えるさまざまな課題を
調査するため、委員会で先進地を
訪問し、視察研修を行いました。

11月定例会のお知らせ

本会議は午後１時に開会する予定です。日程は変更になる場合があります。本会議は午後１時に開会する予定です。日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土
23 24 25 26 27 28 29

本会議
（議案審議）

30 12/1 2 3 4 5 6
本会議
（一般質問）

7 8 9 10 11 12 13
本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問予備日）

14 15 16 17 18 19 20
本会議
（議案審議）

委 員 長：沈 久美
副委員長：本間 雄次郎
委 員：髙田 康子
	 宮下 知朗
	 村田 耕一
　　　　　河野 月江
	 甲斐 幸博

議会だより
編集委員会

福祉教育委員会 8/4～6

結婚支援事業 －愛知県小牧市－

　小牧市は令和 5年に「出会い結婚支援室」を新設。
婚活イベント・結婚相談・ライフデザイン教育を民間業
者に一括委託し、行政主導で出会いから相談までを支援
している。イベントと相談を有機的に連携させ、オンラ
イン相談や高校生向けセミナーも実施している。

議会運営委員会 8/19～20 経済建設委員会 7/22～24 総務委員会 7/22～24

新庁舎の整備 －栃木県鹿沼市－

　東日本大震災を機に新庁舎整備事業を開始、令和２年
２月からの１期工事、令和３年９月からの２期工事を経
て令和５年５月に新庁舎が開庁した。「市民、文化、歴
史を未来につなぐまちづくりの拠点」をコンセプトに、
防災拠点としての機能を備え、ライフサイクルコストの
削減を追求しながらも、地域資源を活用し「木のまち鹿
沼」をアピールした庁舎となっている。

新庁舎の整備 －福島県会津若松市－

　歴史的建造物である旧館を一部保存しつつ、地上 7
階建ての新庁舎と一体化し免震化を行った。設計段階
から施工予定者が参画する ECI 方式を導入することで、
コスト抑制と品質確保の両立が図られていた。

AI 案内システムの試験導入、マイナンバー
連携による窓口簡素化など、デジタル技術を
積極的に活用していた。多目的スペースや防
災拠点化など、地域連携を強化しまちづくり
の拠点を市民と作り上げていく姿勢は参考に
なった。

　デジタル技術の活用によりアナログの価値を高め、真
岡市の魅力を最大化させるため、令和４年３月にDX戦
略計画を策定した。来させない・待たせない・書かせな
い市役所の実現のため、本人確認証を活用した「かん
たん窓口システム」を導入している。また、DX人材育
成基本方針に基づく市職員の研修プログラムを実施し、
DX推進リーダー 100 名の育成を目指している。

DX戦略計画、行政DXの取り組み
－栃木県真岡市－

　「ツナグテ」は、子育て支援とにぎわい創出を目的に令
和5年に開設された。来館者数は月平均1.4万人超だが、
周辺への波及効果が限定的などの課題がある。令和8年
度からの指定管理者制度導入で、民間ノウハウによる魅
力向上や地域連携強化、運営効率化が期待されている。

柳ヶ瀬子育て支援施設ツナグテ
－岐阜県岐阜市－　車中心から人中心のまちづくりへ転換するため、市民

参加を重視し、産官学金が連携。リノベーションスクー
ルでは新事業創出と地価 12%上昇という成果を生み出
した。また、旧商業施設を公共機能を持つ複合施設へ
再生して回遊性を高め、中央公園には中四国初の Park-
PFIを導入。図書館と連携したにぎわいを創出している。
これらのプロジェクトを通じ、多様な世代にとって暮ら
しやすいエリアへの再生を目指している。

福山駅前再生ビジョン －広島県福山市－

　議員の意識向上やレベルの高い議論を行うことを目的
に、議員間討議、正副議長の立候補制、市民との意見交
換の実施、情報公開・情報発信の促進などを行っている。
　平成 23 年 10 月に犬山市議会基本条例を制定し、平成
29 年には議会基本条例の検証と同時に、市民が直接議
会に声を届ける市民フリースピーチ制度を導入した。令
和元年以降もタブレット端末の導入、通年議会、政治倫
理条例の制定、ハラスメント防止等にも取り組んできて
いる。併せて、これまでの取組の検証・見直しを行い、
市民フリースピーチは高校生との意見交換や女性議会、
親子議場見学会の実施などへ見直しを図った。

議会基本条例の検証、議会改革及び市
民参加の取組 －愛知県犬山市－

　議会が取り組むべきも
のを重要度、緊急度の観点
からマトリックス図で可
視化し、いなべ市議会行動
計画を制定した。次に、議

会基本条例の検証方法として成熟度評価モデルを用い、
16 の確認項目に基づき行動計画を自己評価している。
また、全国で二番目となる地方議会成熟度評価モデルの
第三者評価も実施している。さらに、事業評価からの政
策サイクルにつなげるため、事業評価の後、議会での意
思決定を行い、執行機関に提出している。議案審議強化
のため議案勉強会や、議会終了後の全員懇談会振り返り
も実施している。加えて、議案に対する市民意見の聴取
や情報発信など行い、市民参加の取組も進めている。

議会改革、議会活性化の取組
－三重県いなべ市－

　空き家バンクの運営を専門家が参画する一般社団法人
へ移管し、透明性と対応力を強化。所有者の多くが「何
をすべきか分からない」との実情から、ワンストップ相
談窓口を開設している。県の補助金も活用し、特定空家
の除去や改修に対する手厚い補助制度を設けており、空
き家バンクは移住推進に貢献する一方、現場からは所有
者の責任意識の希薄化が深刻で、公費による対策には限
界があるとの厳しい見方もあった。

空き家対策 －滋賀県東近江市－

　PFI 方式（BTO）による「バイオマス資源利活用事業」
を実施している。中島処理場に国内最大規模の施設を整
備し、下水汚泥、し尿、市民が分別した生ごみなどを集
約。これらをメタン発酵させてバイオガスで発電し、発
酵後の汚泥も炭化燃料に加工することで、バイオマスを
100%エネルギー化している。

バイオマス資源の利活用 －愛知県豊橋市－

　ひきこもり等子ども・若者相談支援センターは、15 ～
39 歳の若者を対象に相談・居場所づくり・家族の会を柱
として支援している。こども家庭センターとの連携や子
ども・若者支援地域協議会における情報共有により、切
れ目のない支援体制を構築している。

ひきこもり等子ども・若者相談支援セ
ンター －大阪府枚方市－

　令和元年度から、毎年２校程度の小中学校体育館に空
調を設置している。当初エアコンとファンの方式であっ
たが、騒音や効率の観点からエアコンと輻射式パネルの
方式へ変更し、床面付近を静かに効率よく冷やすととも
に、ランニングコスト削減を図っている。また、災害対
応で LPガスを採用している。

小中学校体育館への空調設備導入
－京都府八幡市－

	 25日	議会運営委員会
		 各派代表者会議
	 26日	議会報告会運営会議
	 29日	各派代表者会議
		 議会運営委員会

	  2日	議会報告会運営会議
	　　　5日～10月2日　9月定例会 
	 5日	各派代表者会議
		 本会議(議案審議)
		 予算決算委員会
		 議会だより編集委員会

	 10・11日	経済建設分科会(決算審査)
	 12・16日	福祉教育分科会(決算審査)
	 17・18日	総務分科会(決算審査)
24・25・26・29日・30日
		 本会議(一般質問)
	 25日	各派代表者会議
		 議会運営委員会
	 30日	予算決算委員会

	 2日	本会議(議案審議)
	 3日	議会だより編集委員会
		 議会報告会運営会議

月７

月８ 月９

月10

	  8日	議会報告会運営会議
	 11日	静岡県市町議会議員研修会
	 15日	議会運営委員会
		 各派代表者会議
	22〜24日	総務委員会行政視察
		 経済建設委員会行政視察
	 31日	 東部地区6市4町議会議長連絡会

	 4〜6日	福祉教育委員会行政視察
	 7日	議会報告会運営会議
	 13日	議会運営委員会
	 15日	 平和都市推進事業街頭啓発事業
	 19・20日	議会運営委員会行政視察 

議会だより令和７年
８月１日号掲載内容

の訂正について
P-7　予算決算委員会について
誤りがありましたので、お詫び
して訂正いたします。

誤：副委員長　甲斐　幸博
正：副委員長　土屋　利絵

なお、ホームページ上に掲載さ
れているデータは修正済みです。
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表紙の柄は、三島柄を使用しています。

ホームページ上での意見募集を行います。
説明動画（10月17日～11月14日配信）をご覧の上、
ご意見をお寄せください。

詳細は三島市議会
ホームページで
議会報告会に関する情報を
随時更新していきます。

ホームページホームページでで

会場準備の都合上、参加申し込みをお願いします。申し込みは、右の２次元コード
から登録していただくか、議会事務局（055-983-2600）までご連絡ください。
※当日の飛び入り参加も可能です。

会場会場でで
参加申込は
こちらから!

共通テーマ：議会基本条例の検証
「議会基本条例」とは、議会活動の原則など、議会の基本的な事項を定めた条例です。三島市議会は平成
31 年にこの条例を制定しました。議会運営委員会では今年度、この条例に沿った議会の取り組みの検証
を行っていますので、その内容をお知らせし、ご意見を伺います。

議会報告会2025

　三島市議会の活動報告と、意見交換会を開催します。下記の３会場とホームページからの　三島市議会の活動報告と、意見交換会を開催します。下記の３会場とホームページからの
２つの方法で、意見の募集を行います。市民の皆様のご意見・ご感想をお聞かせください。２つの方法で、意見の募集を行います。市民の皆様のご意見・ご感想をお聞かせください。

あなたの が聞きたい声声

個別テーマ
市役所にこんな機能が

あったらいいな
～新庁舎を市民とともに～

総務班

11月８日（土）
10時～11時30分

会 場  錦田公民館

今後基本設計を進める中で庁舎機能は
市民サービスにおいて重要です。そこ
で、建設事例として行政視察した会津
若松市と鹿沼市の庁舎機能について報
告しご意見を伺います。

11月12日（水）
19時～20時30分

会 場  中郷公民館

11月９日（日）
14時～15時30分

会 場  北上公民館

どんな応援があったら
嬉しい？

～ハッピーマリッジ事業～

当市でも開始した「ハッピーマリッジ
事業」。結婚に関する多様な価値観を
大前提に、若者の結婚・子育ての希望
を後押しする事業です。他市の先進事
例にも触れながら、事業の方向性やア
イデアをともに考えましょう。

「自分ごと」として考える
空き家対策

～所有者意識の醸成と利活用～

あなたのまちにもある空き家。放置す
れば迷惑のもとですが、管理によって
は地域の貴重な拠点にも。先進地・東
近江市の取り組みを参考に三島の空き
家を自分ごととして考えてみませんか。

経済建設班 福祉教育班
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